
　

お
近
く
の
税
理
士
事
務
所
で
所

得
税
の
還
付
申
告
の
相
談
や
確
定

申
告
書
の
作
成
が
無
料
で
で
き
ま

す
。

※
税
務
署
へ
の
提
出
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
自
身
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間　

2
月
2
日
（
金
）
～
15
日

（
木
）
午
前
9
時
30
分
～
正
午
、

午
後
1
時
～
4
時

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

対
象　

つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
の
要
件

に
該
当
す
る
人
（
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
や
給

与
・
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る

人
な
ど
を
除
く
）

〇
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

〇
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

〇
年
の
途
中
で
退
職
ま
た
は
就
職

し
た
人
で
年
末
調
整
が
済
ん
で

い
な
い
人

※
相
談
内
容
に
よ
り
無
料
と
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
各
税
理
士
事
務

所
、
ま
た
は
、
事
務
局
に
内
容

や
時
間
な
ど
を
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

用
意
す
る
も
の

①
平
成
29
年
分
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
、
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票（
源
泉
徴
収
税
額
の
あ

る
人
の
み
）

②
申
告
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
の

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

③
社
会
保
険
料
の
控
除
証
明
書
、

生
命
保
険
・
地
震
保
険
な
ど
の

控
除
証
明
書（
加
入
者
の
み
）

④
医
療
費
の
領
収
書（
1
年
間
分

の
合
計
額
を
事
前
に
計
算
）、

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
が
分
か
る
も
の（
医
療
費
控

除
を
受
け
る
人
の
み
）

⑤
申
告
書
作
成
後
、
直
接
税
務
署

へ
持
参
す
る
人
は
、
印
鑑
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
、
健
康

保
険
被
保
険
者
証
な
ど
）

問
合
せ　

税
理
士
会
春
日
部
支
部

事
務
局
☎
0
4
8（
7
3
8
）
7

4
7
0

※
午
前
9
時
30
分
～
正
午
、
午
後

1
時
～
4
時
に
お
願
い
し
ま
す
。

計
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、
か

つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

の
場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
確
定
申
告
が
必
要
な

い
場
合
で
も
、
住
民
税
の
申
告
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
場
合
や
確
定
申
告
の
提
出
が
要

件
と
な
っ
て
い
る
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
確
定
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
分
以
降
は
、
外
国
の

制
度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い

て
支
払
わ
れ
る
年
金
な
ど
源

泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
人
は
、
こ
の
制
度
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
住
民
税
申
告
書
の
作
成
方
法
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い

て
／
春
日
部
税
務
署
個
人
課

税
部
門
☎
0
4
8
（
7
3
3
）

2
1
1
1

　

住
民
税
申
告
に
つ
い
て
／
税
務

　

課
☎（
43
）
1
1
1
1
内
線

1
3
4
・（
43
）1
1
2
5

（4）

番
号
確
認

身
元
確
認

例
１

写
真
付
き
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

例
２

通
知カ

ー
ド

運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
被
保

険
者
証
な
ど

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
の
還
付
申
告
は

お
近
く
の
税
理
士
事
務
所
で
も
行
え
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
・
申
告
の
受
付

期
間　

2
月
16
日（
金
）～
3
月
15

日（
木
）

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く

※
還
付
申
告
は
1
月
4
日（
木
）か

ら
行
え
ま
す
。

※
春
日
部
税
務
署
で
は
、
2
月
18

日（
日
）・
25
日（
日
）に
も
確
定
申

告
の
相
談
・
受
付
を
行
い
ま
す
。

時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
受
付
け
は
、
午
前
8
時
30
分
～

午
後
4
時
で
す
。
大
変
混
雑
す

る
た
め
、
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

内
容　

確
定
申
告
書
の
用
紙
の
配

布
、
申
告
相
談
、
確
定
申
告
書

の
収
受
、
納
付
相
談

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
定
申
告
書
の
作
成

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

 
t

 
t

 
p
 s : 

/
/
w
w
w
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p
/

）
の
画
面
案

内
に
従
っ
て
、
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
税
額
が
自
動
計
算

さ
れ
、
自
宅
で
確
定
申
告
書
な
ど

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
を
印
刷
し
て

税
務
署
へ
郵
送
す
る
こ
と
で
、
混

雑
す
る
税
務
署
へ
行
く
こ
と
な
く

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と

本
人
確
認
書
類
の
写
し
が
必
要

　

申
告
書
提
出
の
際
に
は
、
12
桁

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
、
本

人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
本
人
確
認
の
必
要
書
類
】

※
控
除
対
象
配
偶
者
と
扶
養
親
族

に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
は
要
、
本
人
確
認
書

類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
提

出
は
不
要
で
す
。

公
的
年
金
等
受
給
者
の

み

な

さ

ん

へ

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合



【
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
は
】

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
学
習

状
況
を
把
握
し
、
指
導
に
活
か

す
た
め
に
、
小
学
校
6
年
生
、

中
学
校
3
年
生
を
対
象
に
毎
年

実
施
す
る
調
査
の
こ
と
で
す
。　
　
　

　

国
語
と
算
数
・
数
学
の
2
教

科
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
「
知
識
」

に
関
す
る
Ａ
問
題
、
「
活
用
」
に

関
す
る
Ｂ
問
題
の
テ
ス
ト
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
で
の
学
習
の
状

況
や
生
活
習
慣
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　①「一人一人をしっかりと伸ばす」学校教育の充実に向けて
　　◎「分かる」「できる」喜びを味わわせるための授業づくり 
　　　「幸手市授業改善モデル」に沿った授業を行うことで、
　　　子どもが主体的に学習に取り組み、自分の伸びを実感
　　　できるように日々改善に努めています。
　　◎教職員を対象とした研修会などの実施 
　　　経験の浅い教員を対象に教員の指導技術の向上を図っ
　　　たり、中核教員を対象とした新たな教育課題に対応し
　　　たりするための講演などを行う「幸手桜の学びセミナー」
　　　を実施しています。
　②家庭学習の充実に向けて
　　◎幸手・学びのススメ 10 か条の啓発
　　　学校・家庭・地域・教育行政が一体となって、幸手の
　　　財産である子どもたちを育む方向性を、「幸手・学び
　　　のススメ 10 か条」（右図）として設定し、取り組んで
　　　います。これらをもとに、お子さんの学校での出来事
　　　について、ご家庭で話し合う機会をつくっていただき
　　　たいと思います。
　　◎「幸手市家庭学習宣言」の啓発　
　　　保護者向けの家庭学習の手引きである「幸手市家庭学
　　　習宣言」を小・中学生の保護者に配布しました。家庭
　　　学習の意義や、「小学生は学年× 10 分」といった、学
　　　習時間の目安としてお示ししました。

　 ◎携帯電話・スマートフォン利用についてのリーフレットの活用　
  リーフレットをご覧いただき、家庭でのルールについて、いま一度ご確認いただきたいと思います。

　　　　　　　　　　
　○小学校は、平成 28 年度と比較すると、国語ＡＢ、算数ＡＢのいずれも  

    全国平均との差を縮め、国語・算数の合計で 5.1 ポイント向上しました。　

　○中学校は、平成 28 年度と比較すると、国語ＡＢは下降したものの、数

    学ＡＢでは大きく向上し、国語・数学の合計で1.8ポイント向上しました。

　○「家で学校の宿題をしている」と回答した中学校 3年生は、全国平均値を

   大きく下回っております。家庭学習の習慣化は、引き続き大きな課題です。

　○携帯電話やスマートフォンの利用時間では、中学校 3年生は全国よりも

   長時間利用する傾向が見られ、家庭や友達同士でのルールづくりが必要 

   です。

 　これらの実態を受けて、本市では学力向上に向け、下記の 2つを柱に、　

　継続した取組みを行っています。

   　①「一人一人をしっかりと伸ばす」学校教育の充実

   　②家庭学習の充実

●幸手市の学力向上の取組み

●平成２９年度全国学力 ・学習状況調査の結果から

※詳細については、市ホームページ（http://www.city.satte.lg.jp/）に掲載しています。

児
童
・
生
徒
の

　

学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て

児
童
・
生
徒
の

　

学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て

問
合
せ 

学
校
教
育
課
☎（
43
）1
1
1
1
内
線
6
3
2

                  

（
43
）3
1
8
8

　
　

平
成
29
年
4
月
に
実
施
し
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら　
　

　

見
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
実
態
や
、
そ
の
実
態
に
基
づ
い
た
学
力
向
上
の　

　

た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　

（5）

（保護者の皆様へ）
　子どもたちの学力向上のためには、1時間の授業の中で、「何が分かったか」「何ができるようになっ
たか」を実感させ、学習への意欲を高めていくことが重要です。ご家庭でも、ノーメディアデイ、ノー
メディアタイムを設定し、読書や自主学習などの時間を確保していくことが大切です。


